
福島県立本宮高等学校スクール・ポリシー 

本宮高等学校 

１ スクール・ミッション 

高校の存在意義 

 校訓「真結身（まゆみ）の教え(「真摯」「結束」「身命」)」のもと、県北地区のキャリア指導推進校

として普通科と商業科（情報会計科）を併置する高校 

期待される社会的役割 

 普通・商業教育の学びや地域社会から得られる学びから、自らの人生を切り拓く力とよりよい社会を

創る力を身に付けた、地域や社会を支える人材を育成する学校 

目指すべき学校像 

 インクルーシブ教育※の先端的な取組や本宮市との包括連携協定を基盤とした地域と関わる魅力的

な探究活動など、社会的・職業的自立に向けた教育活動を通して、生徒が成長していく学校 

※ インクルーシブ教育（システム）とは、2006 年（平成 18 年）に国連で採択された「障害者の権利

に関する条約」において提唱されたものであり、共生社会に向けて一人一人に応じた指導や支援（特

別支援教育）を行うことに加え、障がいのある者と障がいのない者が可能な限り共に学ぶ仕組みのこ

と。 

２ スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー（卒業までに、このような生徒を育てます。） 

・各教科の基礎・基本や専門性を身に付け、主体的に考え、判断し、行動する力を持つ生徒を育てます。 

・情報を収集し分析しながら、自分の考えを表現・発信する力を育成します。 

・他者を尊重し、協働する力を育みながら、地域や社会に貢献する姿勢を持つ生徒を育てます。 

・自分や他者の命や心身を大切にし、自己を管理する力を育成します。 

カリキュラム・ポリシー（本宮高校では、このような教育活動を行います。） 

・地域づくりや地域課題解決を目指す探究の実践や、個に応じた学習等への支援を通し、社会的・職業 

的に自立して生きる力を育む教育を展開します。 

・「総合的な探究の時間」や特別活動の体験的な学びを通して、物事を多様な視点で捉える力を育む教 

育を展開します。 

・情報を読み取る力や表現力を高めるための学習に取り組みます。 

・社会人として必要なマナーを身に付け、自他の命や心身を大切にする心を育む教育に取り組みます。 

アドミッション・ポリシー（本宮高校では、このような生徒を求めています。） 

・何事にも真摯に取り組める生徒を募集します。 

・互いに助け合い、友情を結び協調し合える生徒を募集します。 

・自他の生命を尊重し、健全な心身をつくることができる生徒を募集します。 

・心身を鍛え自己の能力を伸ばし、目標の実現を目指そうとする強い意志を持つ生徒を募集します。 

・目標の実現に向けて、様々な人々と協働しながら果敢に挑戦し、自分たちの活動の活性化に貢献でき 

る生徒を募集します。 

 


